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PKUTECHの劉甚秋社長

PKUTECHの劉甚秋社長「日本企業のDXに貢献」－@EDGE

　「企業のDX（デジタルトランスフォーメーション）
に貢献したい」。PKUTECH（PKUテック、東京・千代
田）は人工知能（AI）を活用したデータ分析サービスを
手掛ける。劉甚秋社長は最新テクノロジーで日本企業の
変革を後押ししたい考えだ。

　中国出身で1991年に北京大を卒業。96年に早稲田大
大学院を修了後、野村証券に勤めた。当時のIT（情報技
術）ブームにビジネスチャンスを感じ、別の起業を経て
2007年にPKUテックを立ち上げた。

　3カ月ごとに米シリコンバレーや米ワシントンに足を
運び、最新技術を仕入れている。20年に投入したアン
ケートのデータ分析サービスは顧客の自由記入欄に特化した。約10万件の記入内容を数十秒で分析し、要約
リポートを作成する。課題を見つけた際はAIが解決策を助言する。

　成長分野として重視するのが、企業向けのシステム開発支援だ。米企業とライセンス販売の契約を結び、専
門的なプログラミング技術がなくてもウェブサービスを開発できるノーコードやローコードのソフトを提供す
る。企業のDX基盤の構築を支える。

　若手社員の教育にも力を注ぎ、国内外の研究成果や最新技術をビジネスに生かせないかを検討する勉強会を
毎月開く。「良い人材を育て、5年以内の上場を目指す」
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